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梅
原
猛
と
仏
教
の
思
想
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ロ
マ
ン
に
満
ち
溢
れ
、
多
く
の
文
化
人
を
魅

了
し
て
き
た
「
梅
原
日
本
学
」。そ
の
展
開
に

仏
教
は
い
か
な
る
着
想
を
与
え
た
の
か
。

待
望
の
本
格
的
思
想
評
伝
！

【
目
次
】

▼
４
６
判・並
製
カ
バ
ー・２
５
６
頁・定
価
一
、九
八
〇
円

菅
原
　
潤（
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が
わ
ら
　
じ
ゅ
ん
）

一
九
六
三
年
宮
城
県
仙
台
市
に
生
ま
れ
る
。一
九
九
六
年
東

北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。博

士（
文
学
）。佐
賀
大
学
助
教
授
、
長
崎
大
学
教
授
を
経
て
、
二

〇
一
五
年
よ
り
日
本
大
学
工
学
部
教
授
。

著
書
に
『
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
逆
説
　
神
話
と
自
由
の
間
で
』

（
北
樹
出
版
）、『「
近
代
の
超
克
」再
考
』（
晃
洋
書
房
）、『
弁
証

法
と
イ
ロ
ニ
ー
　
戦
前
の
日
本
哲
学
』（
講
談
社
選
書
メ
チ

エ
）、『
京
都
学
派
』（
講
談
社
現
代
新
書
）、『
上
山
春
平
と
新
京

都
学
派
の
哲
学
』（
晃
洋
書
房
）な
ど
が
あ
る
。

◆
著
者
略
歴

序
　
章
　
仏
教
思
想
家
と
し
て
梅
原
猛
を
読
む

梅
原
猛
は
「
哲
学
者
」
な
の
か
／
新
旧
京
都
学
派
と
の
関
係
／
和
辻
哲
郎
と
の

違
い
／
顕
密
体
制
の
観
点
の
欠
如
／
本
書
の
構
成

第
一
章
　
闇
か
ら
笑
い
へ
：
哲
学
修
業
時
代

オ
タ
ク
な
少
年
時
代
／
敗
戦
直
後
の
哲
学
科
で
／
山
内
得
立
と
の
関
係
／
感
情

へ
の
注
目
／
流
転
の
ロ
ゴ
ス
／
笑
い
の
六
つ
の
定
式
／
九
鬼
周
造
と
の
関
係

第
二
章
　
仏
教
の
思
想
：
上
山
春
平
と
の
共
同
研
究

新
京
都
学
派
と
の
出
会
い
／
上
山
と
の
関
係
／
地
獄
の
思
想
と
生
命
の
思
想

／『
仏
教
の
思
想
』の
ね
ら
い
／
官
能
性
を
肯
定
す
る
密
教
／
ニ
ー
チ
ェ
的
な
仏

教
／
日
蓮
・
親
鸞
・
道
元
と
の
関
係
／
和
辻
の
博
士
論
文
／
文
芸
的
な
仏
教

理
解
へ
／
無
の
思
想
の
正
体
／
鈴
木
大
拙
へ
の
批
判
／
文
学
者
か
ら
の
評
価

第
三
章
　
古
代
史
か
ら
人
類
哲
学
へ
：
独
自
路
線
の
模
索

古
代
史
へ
の
関
心
／
水
戸
学
と
国
学
の
忌
避
／
仏
教
か
ら
照
葉
樹
林
文
化
へ

―

上
山
春
平
の
世
界
史
的
立
場
／
文
明
の
生
態
史
観
と
パ
ー
ス
の
結
合

―

上
山
の
課
題
／
陰
謀
論
へ
の
傾
斜
／
芸
術
畑
か
ら
の
反
応
／
古
代
史
か

ら
ア
イ
ヌ
へ
／
小
麦
文
明
へ
の
対
抗
心
／
太
陽
神
へ
の
注
目
／
多
神
教
対
一

神
教―

「
文
明
の
衝
突
」？
／「
近
代
の
超
克
」と
の
類
似
性
／
上
山
に
よ
る

梅
原
評

第
四
章
　「
日
本
学
派
」の
思
想
：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

の
人
脈オ

ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
卓
越
し
た
手
腕
／
初
代
所
長
に
就
任
す
る
ま
で

／
反
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
気
概
／
人
事
・
組
織
の
特
徴
／
三
人
の
所
長
経
験

者
／
海
域
交
流
の
視
点
／「
身
内
」か
ら
の
陰
謀
論
批
判
／
人
文
研
と
の
違
い

第
五
章
　
空
海
か
ら
法
然
へ
：
仏
教
研
究
の
転
換

最
澄
へ
の
新
た
な
関
心
／
空
海
研
究
の
困
難
さ
／
天
台
本
覚
思
想
へ
の
注
目

／
中
国
浄
土
思
想
の
系
譜
／
聖
徳
太
子
の
影
響
／
上
山
の
最
澄
観
と
の
違
い

／
親
鸞
の
取
り
扱
い
／『
歎
異
抄
』の
抱
え
る
問
題
／
法
然
を
中
心
と
す
る
日

本
仏
教
／
清
僧
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
／
二
種
廻
向
に
つ
い
て
／
往
相
即
還
相

に
つ
い
て
／
浄
土
を
信
じ
な
い
現
代
人
／
諸
刃
の
剣
と
し
て
の
本
覚
思
想

終
　
章
　
顕
密
体
制
論
と
神
仏
融
合
：
近
年
の
研
究
と
の
比
較

歴
史
学
者
で
は
な
い
／
日
本
文
化
と
仏
教
の
思
想
／
哲
学
者
と
い
う
よ
り
は

思
想
家
／
上
山
に
よ
る
唯
識
の
哲
学
的
解
釈
／
暁
烏
敏
批
判
と
官
能
性
の
肯

定
／
顕
密
体
制
論
と
は
何
か
／
顕
密
仏
教
と
両
立
可
能
な
悪
人
正
機
説
／
建

永
の
法
難
に
つ
い
て
／
ア
マ
テ
ラ
ス
と
大
日
如
来
の
習
合
／
神
仏
融
合
へ

あ
と
が
き

梅
原
猛
と
仏
教
の
思
想
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